






Herpes Simplex Virus(HSV)の妊婦への感染は、二つの問題がある。一つは、胎内感染であ

り、もう一つは、産道感染である。 

HSV の胎内感染は、胎児の全身感染を招集するだけでなく、先天異常児を発生することも

知られていて、「TORCH compiex」の中に含まれている。 

HSV の胎内感染の診断は、 

(1)胎児からの HSV の分離 

(2)胎児血清中の IgM 抗体の証明による。 

本研究では、IgM 抗体の証明法を開発すること、その応用がどこまで可能か検討した。 


